
 

は
じ
め
に 

 

熊
本
県
文
化
企
画
課
松
橋
収
蔵
庫
で
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
施
設
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
展
示

ス
ペ
ー
ス
拡
張
の
ほ
か
、
展
示
器
具
追
加
な
ど
で
よ
り
充
実
し
た
展
示
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
初
と
な
っ
た
平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
目
の
企
画
展
示
は
、
近
代
日
本
最
大
に
し
て

最
後
の
国
内
戦
争
と
な
っ
た
西
南
戦
争
に
注
目
し
ま
し
た
。 

 
西
郷
隆
盛
率
い
る
薩
軍
と
、
谷
干
城
ら
熊
本
鎮
台
と
の
衝
突
か
ら
開
戦
と
な
っ
た
西
南
戦
争
は
、
熊
本
県
内
を

主
要
な
戦
場
と
し
て
展
開
し
、
こ
の
間
、
県
下
各
地
で
は
多
く
の
人
び
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
西
南
戦
争
と

向
き
合
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
展
示
で
は
、
当
収
蔵
庫
所
蔵
の
阿
蘇
郡
高
森
町

出
身
の
神
官
・
安
藤
経
俊
、
石
工
・
甲
斐
有
雄
が
記
し
た
ふ
た
つ
の
明
治
十
年
日
記
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
の

新
た
な
側
面
に
迫
り
ま
し
た
。 

本
展
示
は
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
（
水
）
～
六
月
十
八
日
（
金
）
に
か
け
て
当
収
蔵
庫
展
示
室
に
て
開
催

し
、
そ
の
後
、
そ
の
一
部
を
熊
本
県
立
図
書
館
に
お
い
て
松
橋
収
蔵
庫
移
動
展
示
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
お
陰

様
で
多
く
の
来
館
者
の
皆
様
に
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
こ
の
展
示
成
果
と
合
わ
せ
て
、
未
発
表
で
あ
っ
た
甲
斐
有
雄
明
治
十
年
日
記
の
資
料
写
真
と
と
も
に
展
示

資
料
集
と
し
て
「
ふ
た
つ
の
明
治
十
年
日
記
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
示
の
た
め
に
貴
重
な
資
料
の
出
品
や
、
写
真
の
提
供
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

平
成
二
十
三
年
三
月 

熊
本
県
企
画
振
興
部
文
化
企
画
課
長 
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凡 

例 

 

一
、
本
書
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日
（
水
）
か
ら
六
月
十
八
日
（
金
）
ま
で
開
催
し
た
、
熊

本
県
文
化
企
画
課
松
橋
収
蔵
庫
企
画
展
示
「
ふ
た
つ
の
明
治
十
年
日
記 

神
官
・
石
工
が
記
し

た
西
南
戦
争
」
の
展
示
記
録
、
及
び
当
収
蔵
庫
所
蔵
瀬
井
家
資
料
「
明
治
十
年
日
記
」
の
資
料

集
と
し
て
作
成
し
た
。 

一
、
展
示
記
録
は
展
示
構
成
の
順
序
と
一
致
し
、
各
資
料
番
号
は
展
示
番
号
と
一
致
す
る
。 

一
、
資
料
解
説
は
、
番
号
、
名
称
、
員
数
、
法
量
（
縦
×
横
、
単
位
㎝
）
、
所
蔵
、
解
説
の
順
で
示
し

た
。 

一
、
瀬
井
家
資
料
「
明
治
十
年
日
記
」
写
真
及
び
翻
刻
に
つ
い
て
は
凡
例
を
別
記
し
た
。 

一
、
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
木
山
貴
満
（
熊
本
県
文
化
企
画
課
嘱
託
）
が
担
当
し
、
田
中
孝
行
（
同

課
主
任
主
事
）
が
編
集
補
助
と
し
て
協
力
し
た
。 
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一

明
治
十
年
戦
争
概
略
晴
雨
日
誌

一
冊

横
長
帳

縦
九
．
〇

横
一
八
．
五

高
森
町
安
藤
家
資
料

表紙裏表紙

鹿児島城下のスケッチ
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阿
蘇
郡
野
尻
村
・
川
上
神
社
神
官
の
安
藤
経
俊
は
西
南
戦
争
へ
と
参
加
す
る

た
め
、
仲
間
た
ち
と
と
も
に
郷
里
を
出
発
し
た
正
月
一
三
日
（
新
暦
で
は
二
月

二
五
日
）
よ
り
当
該
日
記
を
つ
け
始
め
て
い
る
。
本
資
料
は
西
南
戦
争
の
日
々

に
あ
っ
て
経
俊
が
常
に
携
帯
し
、
そ
の
日
の
出
来
事
や
戦
争
の
推
移
、
戦
場
に

お
け
る
経
俊
の
心
情
な
ど
を
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

経
俊
は
同
戦
争
に
お
い
て
薩
軍
側
の
熊
本
隊
（
隊
長
・
池
辺
吉
十
郎
）
に
参
加

し
、
政
府
軍
を
常
に
「
賊
軍
」
・
「
賊
兵
」
と
呼
ん
で
い
る
。
御
船
の
戦
い
で

は
激
戦
の
な
か
、
同
郷
の
森
正
親
が
戦
死
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
経
俊
は
一
旦

戦
闘
の
前
線
か
ら
退
い
て
い
る
が
、
鹿
児
島
城
山
ま
で
赴
き
、
西
郷
隆
盛
以
下

薩
軍
の
最
期
を
見
届
け
て
い
る
。

日
記
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
甲
斐
利
雄
編
『
一
神
官
の
西
南
戦
争
従
軍
記
』

（
熊
本
出
版
文
化
会
館
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

本
資
料
は
熊
本
に
お
け
る
薩
軍
参
加
者
の
戦
争
参
加
の
様
子
、
日
々
の
思
考
・

動
向
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

日記（部分）
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二

明
治
十
年
日
記

一
冊

横
長
帳

縦
六
．
三

横
一
七
．
〇

高
森
町
瀬
井
家
資
料

表紙

（２月２１日条）熊本城下のスケッチ

（４月８日条）熊本城下のスケッチ
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阿
蘇
郡
野
尻
村
と
隣
接
す
る
尾
下
村
に
居
住
し
て
い
た
石
工
・
甲
斐
有
雄

は
、
阿
蘇
原
野
に
お
け
る
多
数
の
道
標
設
置
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ

る
。
有
雄
が
毎
年
記
し
て
い
た
日
記
の
な
か
に
、
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
日
記
が
含
ま
れ
て
い
る
。

有
雄
は
石
工
仕
事
と
道
標
建
立
を
行
う
日
々
の
な
か
で
、
村
人
な
ど
か
ら
戦
争

に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
し
、
記
録
し
て
い
る
。
日
記
の
記
録
に
は
有
雄
が
実

際
に
見
た
も
の
や
、
耳
に
し
た
銃
声
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
有
雄
は
狂
歌
や
絵

な
ど
を
嗜
む
風
流
人
で
あ
り
、
日
記
に
は
目
に
し
た
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
や
、
戦

争
に
対
し
て
の
心
情
を
詠
ん
だ
狂
歌
な
ど
も
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

七
月
か
ら
は
政
府
軍
軍
夫
と
し
て
従
軍
し
、
豊
後
方
面
で
の
補
給
な
ど
を
行

い
、
そ
の
後
は
鹿
児
島
城
山
ま
で
従
軍
し
て
い
る
。
西
南
戦
争
に
お
け
る
軍
夫

従
軍
者
の
日
記
は
ほ
ぼ
例
が
な
く
、
貴
重
で
あ
る
。
安
藤
経
俊
日
記
と
併
せ

て
、
熊
本
県
下
の
民
衆
が
同
戦
争
と
い
か
に
向
き
合
っ
て
い
た
か
を
知
る
う
え

で
重
要
な
手
掛
か
り
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
資
料
の
詳
細
は
資
料
紹
介
及
び
写
真
・
翻
刻
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（９月１１日条）鹿児島城下のスケッチ
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三

安
藤
経
俊
一
代
ノ
履
歴

草
稿

一
冊

竪
帳
・
綴

縦
二
四
．
四

横
一
六
．
四

高
森
町
安
藤
家
資
料

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
、
経
俊
が
七
七
歳
（
喜
寿
）
に
際
し
て

記
し
た
自
身
の
履
歴
草
稿
で
あ
る
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の

誕
生
（
幼
名
・
志
津
馬
）
か
ら
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
神
官

辞
職
ま
で
を
ま
と
め
て
い
る
。
罫
紙
に
墨
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
表
紙

・
裏
表
紙
見
返
し
な
ど
所
々
に
朱
筆
で
和
歌
も
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。明

治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
参
加
に
関
し
て
は
、
二

つ
の
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。
経
俊
は
同
年
二
月
よ
り
九
月
ま
で
池

辺
吉
十
郎
率
い
る
熊
本
隊
に
参
加
し
た
が
、
「
天
佑
神
助
」
の
お
か

げ
で
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ほ
ぼ
一
年
に
及
ぶ
苦
戦
の

結
果
、
一
八
日
間
拘
留
さ
れ
た
も
の
の
、
情
状
酌
量
の
た
め
に
無
罪

放
免
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

経
俊
は
西
南
戦
争
以
後
、
郷
里
に
お
い
て
神
職
に
励
ん
で
い
る
。

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
福
岡
で
社
職
大
会
が
開
催
さ
れ
た
際

に
は
老
齢
の
身
な
が
ら
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。
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四

褒
賞
状
（
石
塔
建
立
）

一
巻

切
継
紙
・
巻
子
装

縦
二
二
．
九

横
三
〇
．
八

高
森
町
瀬
井
家
資
料
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明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
に
白
川
県
か
ら
甲
斐
有
雄
に
授
与
さ
れ
た
、

石
塔
（
道
標
）
建
立
に
対
す
る
褒
賞
状
で
あ
る
。
有
雄
の
道
標
建
立
は
「
奇
特

ノ
至
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
と
き
牛
一
頭
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
有
雄
に
対
し

て
は
旧
熊
本
藩
か
ら
も
褒
賞
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
有
雄
が
継
続
し
て
建

立
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
こ
こ
で
賞
さ
れ
て
い
る
。
巻
子
装
と
な
っ
て
い
る

が
、
所
々
で
紙
の
継
ぎ
目
が
外
れ
て
お
り
、
軸
木
も
外
れ
て
い
る
。

こ
の
褒
賞
状
に
続
い
て
有
雄
の
道
標
建
立
事
業
を
報
じ
た
、
熊
本
新
聞
の
記

事
（
明
治
一
〇
年
第
一
六
一
号
、
七
月
一
日
発
行
）
も
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

写
し
は
有
雄
自
身
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
聞
で
の
報

道
は
有
雄
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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七

御
船
附
近
戦
闘
要
図

一
枚

紙
本
著
色

縦
三
九
．
七

横
五
四
．
一

熊
本
市
辛
島
家
資
料

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
出
版
さ
れ
た
、
『
明
治
十

年
西
南
戦
史
』
に
は
全
二
一
枚
の
地
図
が
附
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
そ
の
う
ち
の
一
枚
で
、
御
船
の
戦
い
に
お
け
る

戦
闘
状
況
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
熊
本
隊
を
は
じ
め
と

し
た
薩
軍
側
の
守
備
線
を
朱
色
で
表
し
、
政
府
軍
側
を
青
色

で
表
し
て
い
る
。

安
藤
経
俊
の
仲
間
と
し
て
、
と
も
に
戦
っ
て
き
た
森
正
親

が
こ
の
戦
い
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
御
船
戦
の
後
、
経
俊

た
ち
は
正
親
の
遺
体
を
守
り
な
が
ら
矢
部
方
面
へ
と
退
く
こ

と
に
な
っ
た
。

森正親が戦死した、高野村（高

木村の一部）付近に見える薩軍守

備線
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一
〇
―
二

四
斤
砲
弾

一
点

鉄
製
（
部
分
・
亜
鉛
）

口
径
八
．
六

松
本
達
也
氏
寄
贈
資
料

四
斤
砲
（
仏
式
四
斤
山
砲
）
は
幕
末
期
に
日
本
へ
輸
入
さ
れ

た
火
砲
で
、
幕
府
ほ
か
各
藩
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
砲

弾
の
側
面
に
は
一
二
ヶ
所
亜
鉛
の
ス
タ
ッ
ド
（
筍
翼
）
が
付
け

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
砲
内
に
刻
ま
れ
た
溝
（
ラ
イ
フ
リ
ン

グ
）
に
嵌
っ
て
、
発
射
の
際
、
砲
弾
に
回
転
を
与
え
る
。

四
斤
砲
は
幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け
る
野
戦
砲
の
代
表
格
と

呼
べ
る
も
の
だ
が
、
明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
で
も
両
軍
が
こ

の
四
斤
砲
を
撃
ち
合
っ
た
。
安
藤
・
甲
斐
も
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記

の
な
か
で
、
こ
の
砲
弾
の
威
力
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
い
る
。

甲
斐
有
雄
は
三
月
二
八
日
の
日
記
で
、
大
砲
が
当
た
っ
た
木
が

激
し
く
打
ち
折
れ
て
い
た
こ
と
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
に
砲
弾
が
落

ち
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

西
南
戦
争
で
は
四
斤
砲
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
武
器

・
兵
器
が
使
用
さ
れ
、
さ
な
が
ら
兵
器
試
験
場
の
よ
う
で
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
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一
五

ヤ
タ
ガ
ン
形
銃
剣

一
振

鉄
製
・
革
製
（
鞘
）

全
長
約
一
五
〇
．
〇

松
本
達
也
氏
寄
贈
資
料

前
装
外
火
式
の
短
小
銃
に
使
わ
れ
た
サ
ー
ベ
ル
形
銃
剣
で
、
歩
兵
の

補
助
武
器
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
銃
口
部
の
右
横
に
密
着
さ
せ
る
よ

う
に
取
り
付
け
ら
れ
、
弾
込
め
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
剣
は
湾
曲

し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ゲ
ベ
ー
ル
銃
や
ミ
ニ
エ
ー
銃
で
用
い
ら
れ
た
ソ
ケ
ッ
ト

式
の
ス
パ
イ
ク
は
、
そ
の
形
状
か
ら
銃
鎗
と
呼
称
さ
れ
る
。
剣
身
は
三

角
錐
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
弾
込
め
の
邪
魔
と
な
ら
な
い
よ
う
に
銃

口
の
右
横
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。

本
資
料
は
英
国
短
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
銃

が
後
装
式
と
な
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
は
こ
の
ヤ
タ
ガ
ン
形
銃
剣
が
用
い

ら
れ
た
。

た
だ
し
、
西
南
戦
争
時
に
い
た
る
ま
で
日
本
に
お
い
て
最
重
要
視
さ

れ
た
の
は
日
本
刀
で
あ
り
、
装
備
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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一
八

火
薬
入
れ
（
伝
薩
軍
使
用
）

一
点

錫
製

縦
二
五
．
四

横
一
八
．
〇

松
本
達
也
氏
寄
贈
資
料

本
資
料
は
熊
本
市
新
町
の
旧
家
に
伝
来
し
た
、
薩
軍
使

用
の
火
薬
入
れ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
表
面
・
取
手

な
ど
全
体
的
に
青
錆
が
付
着
し
て
い
る
が
、
注
口
部
分
に

は
わ
ず
か
に
線
刻
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
薩
軍
は
熊
本
城
を
包
囲
し
、

籠
城
す
る
政
府
軍
と
の
間
で
激
し
い
戦
闘
を
行
っ
た
。
こ

の
戦
闘
に
よ
り
、
熊
本
の
城
下
町
も
大
部
分
が
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
。
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二
二

安
藤
経
俊
使
用
教
科
書

三
冊

印
刷
・
刊
本

縦
二
二
．
〇

横
一
五
．
〇

高
森
町
安
藤
家
資
料

「日本地誌略」

「小学読本」
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安
藤
経
俊
は
神
官
を
務
め
る
傍
ら
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

に
は
教
師
の
免
許
も
取
得
し
て
い
る
。
本
資
料
は
経
俊
が
教
鞭
を

と
る
際
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
教
科
書
で
あ
る
。
両
資
料
と

も
明
治
七
年
八
月
改
正
の
教
科
書
だ
が
、
「
日
本
地
誌
略
」
・

「
地
理
初
歩
」
は
白
川
県
に
よ
る
翻
刻
、
「
小
学
読
本
」
は
熊
本

県
に
よ
る
翻
刻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭
・
巻
末
に
は

「
安
藤
」
の
丸
印
や
「
経
俊
」
の
朱
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
教
師
免
許
取
得
の
前
後
に
経
俊
が
ま
と
め
て
購
入
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

経
俊
は
五
月
五
日
に
尾
崎
村
（
現
・
宮
崎
県
椎
葉
村
）
へ
入
る

と
、
天
候
な
ど
の
関
係
か
ら
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
後
、

経
俊
は
同
村
で
政
府
軍
の
動
向
な
ど
を
探
索
し
、
薩
軍
へ
と
情
報

を
提
供
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
と
き
経
俊
は
尾
崎
村
の
黒
木
寿

健
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、
同
村
学
校
の
教
師
へ
と
臨
時
的
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
経
俊
は
本
資
料
を
携
帯
し
て
お
ら
ず
、
尾
崎
村
に
お

け
る
教
師
生
活
で
は
使
用
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
同
地
で
行
っ
た
授
業
は
、
こ
れ
ら
教
科
書
内
容
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
経
俊
長
男
・
幸
男
な
ど

も
教
師
免
許
を
取
得
し
、
の
ち
に
学
校
教
諭
と
な
っ
て
い
る
。
経

俊
以
後
、
安
藤
家
は
神
職
と
と
も
に
教
師
を
務
め
る
家
と
も
な
っ

て
い
っ
た
。

「地理初歩」
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二
四

軍
夫
受
払
帳

一
冊

切
紙
・
竪
帳

縦
一
二
．
二

横
一
五
．
六

高
森
町
瀬
井
家
資
料

表紙裏表紙
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本
資
料
は
甲
斐
有
雄
が
軍
夫
と
し
て
所
属
し
た
、
二

番
「
亀
甲
組
」
の
軍
夫
受
払
帳
で
あ
る
。
軍
夫
は
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
〇
人
、
五
〇
人
、
三
〇
人
、
二
〇
人
、
一
〇

人
単
位
ご
と
に
長
（
＝
小
頭
）
が
置
か
れ
た
が
、
二
番

亀
甲
組
の
二
〇
人
長
は
中
嶋
藤
太
郎
と
い
う
人
物
が
務

め
て
い
る
（
た
だ
し
、
中
嶋
は
林
金
蔵
の
代
理
）
。
こ

の
受
払
帳
に
は
組
人
数
二
〇
名
の
氏
名
の
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
軍
夫
役
務
内
容
、
賃
金
支
払
い
に
つ
い
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。
資
料
中
盤
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
賃
金

支
払
い
の
箇
所
で
は
、
冒
頭
の
組
員
名
と
異
な
る
名
前

が
多
く
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
中
途
で
の
組
人
数
交
代

が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

亀
甲
組
は
食
料
運
搬
、
炊
き
出
し
、
風
呂
焚
き
な
ど

の
雑
務
の
ほ
か
、
弾
薬
・
荷
物
運
搬
な
ど
も
こ
な
し
て

い
る
。
本
資
料
は
鎮
台
第
一
三
連
隊
付
き
と
し
て
豊
後

地
方
へ
従
軍
を
開
始
し
た
七
月
段
階
で
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、
有
雄
た
ち
は
九
月
の
鹿
児
島
城
山
落
城
ま
で
軍

夫
役
を
務
め
て
い
る
。

有
雄
は
亀
甲
組
の
な
か
で
巡
番
号
一
番
と
な
っ
て
い

る
。
有
雄
日
記
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
二
〇
人
長
と
は

別
に
組
人
数
の
取
り
ま
と
め
、
賃
金
支
払
い
の
管
理
な

ど
を
担
当
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
六

褒
賞
状

一
枚

切
紙

縦
二
二
．
九

横
三
〇
．
八

高
森
町
瀬
井
家
資
料

甲
斐
有
雄
は
文
久
年
間
よ
り
道
標
石
塔
建
立
を
は
じ
め
て
い

る
が
、
こ
れ
は
西
南
戦
争
が
起
き
た
明
治
一
〇
年
中
も
続
け
ら

れ
て
い
る
。
軍
夫
と
し
て
従
軍
し
た
期
間
は
除
く
も
の
の
、
有

雄
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
各
地
に
道
標
を
刻
み
続
け
た
。

本
資
料
は
有
雄
の
道
標
事
業
に
対
し
、
明
治
一
九
年
（
一
八

八
六
）
、
当
時
熊
本
県
令
で
あ
っ
た
富
岡
敬
明
の
名
で
贈
ら
れ

た
褒
賞
状
で
あ
る
。

資
料
本
文
に
よ
る
と
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
以
来
建

立
さ
れ
た
道
標
二
九
三
基
に
対
す
る
褒
賞
と
な
っ
て
い
る
。
旅

人
の
便
利
を
思
い
、
道
標
を
建
立
し
た
の
は
「
奇
特
之
至
」
で

あ
る
、
と
し
て
木
杯
一
つ
が
有
雄
に
与
え
ら
れ
た
。

有
雄
の
道
標
建
立
は
た
び
た
び
熊
本
藩
〜
熊
本
県
か
ら
褒
賞

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
銀
盃
や
牛
一
頭
な
ど
が
そ
の
都

度
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
有
雄
は
明
治
初
期
に
お
い
て
野
尻
郷
河
原
組
与
長
や

尾
下
菅
原
神
社
の
宮
惣
代
、
尾
下
小
学
校
の
世
話
人
な
ど
の
諸

役
に
就
い
て
い
る
。
道
標
建
立
を
行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会

事
業
家
」
と
し
て
、
有
雄
は
地
域
の
人
び
と
か
ら
信
頼
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
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二
七

尾
下
小
学
校
関
係
書
類
帳
簿

一
綴

罫
紙
・
綴

縦
二
四
．
〇

横
一
六
．
五

高
森
町
瀬
井
家
資
料

神
官
・
安
藤
経
俊
と
石
工
・
甲
斐
有
雄
は
対
照
的
と
も

い
え
る
明
治
一
〇
年
を
過
ご
し
た
。
経
俊
は
日
記
中
で
政

府
軍
を
「
官
賊
」
と
呼
ん
で
熊
本
隊
へ
身
を
投
じ
、
戦
場

で
は
武
器
を
持
っ
て
戦
っ
た
。
有
雄
は
故
郷
に
あ
っ
て
戦

争
の
様
子
を
記
録
し
な
が
ら
道
標
を
刻
み
、
中
途
か
ら
は

政
府
軍
軍
夫
と
し
て
従
軍
し
た
。
両
者
は
同
じ
野
尻
郷
を

故
郷
と
し
た
が
、
西
南
戦
争
を
そ
れ
ぞ
れ
の
主
義
・
立
場

に
拠
っ
て
体
験
し
た
の
で
あ
る
。

本
資
料
か
ら
は
、
戦
争
の
翌
年
に
こ
の
両
者
が
尾
下
小

学
校
職
員
の
同
僚
と
し
て
勤
務
し
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か

る
。
経
俊
は
教
導
職
と
し
て
、
有
雄
は
尾
下
集
落
か
ら
の

投
票
に
よ
っ
て
児
玉
熊
喜
と
い
う
人
物
と
と
も
に
「
尾
下

学
校
誘
導
方
」
と
し
て
勤
務
を
開
始
し
て
い
る
。

尾
下
学
校
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
、
地
域
住

民
の
出
資
な
ど
を
資
本
金
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
本
資
料

中
の
「
就
学
願
記
」
に
よ
る
と
、
入
学
し
た
の
は
付
近
の

子
弟
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
入
学
時
の
年
齢
は

五
歳
〜
一
四
歳
と
か
な
り
の
幅
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

西
南
戦
争
を
生
き
抜
い
た
二
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し

て
翌
年
に
は
と
も
に
尾
下
の
教
育
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
八

錦
絵
「
鹿
児
島
英
雄
揃
」

三
枚
一
揃

切
紙
・
多
色
刷

縦
三
七
．
〇

横
七
七
．
〇

熊
本
県
文
化
企
画
課
所
蔵

政府軍の人名には「君」の敬称が付けられているが、薩軍は

全て呼び捨てとなっている。

資料中央

洋装で軍刀を持つ西郷隆盛

が描かれている。
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三
〇

甲
斐
有
雄
狂
歌
集

一
冊

切
紙
・
冊
子
装

縦
一
五
．
九

横
二
二
．
三

高
森
町
瀬
井
家
資
料

有
雄
は
狂
歌
を
趣
味
と
し
、
日
記
の
な
か
で
も
数
多
く

の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
本
資
料
は
有
雄
が
詠
ん
だ
狂
歌
を

近
年
編
纂
し
た
も
の
で
、
「
東
海
道
五
十
三
つ
び
の
歌
の

中
」
・
「
酒
づ
く
し
三
十
六
歌
仙
」
・
「
木
曽
路
道
中

記
」
の
三
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
編
纂
者
の

前
書
き
に
よ
る
と
資
料
の
前
後
は
す
で
に
欠
損
し
て
お

り
、
本
資
料
は
残
存
し
て
い
る
部
分
の
み
を
裏
打
ち
し
、

再
装
丁
し
た
も
の
で
あ
る
。

狂
歌
と
い
う
こ
と
で
内
容
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
も
の

が
多
い
。
特
に
「
酒
づ
く
し
三
十
六
歌
仙
」
で
は
柿
本
人

麻
呂
ら
「
三
十
六
歌
仙
」
の
和
歌
を
、
す
べ
て
酒
に
ち
な

ん
だ
狂
歌
に
仕
立
て
て
い
る
。
絵
を
嗜
ん
で
い
た
有
雄
は

自
筆
の
挿
絵
も
添
え
て
い
る
。
酒
を
と
て
も
好
ん
だ
と
い

う
有
雄
が
、
こ
れ
ら
の
創
作
を
楽
し
ん
で
行
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

有
雄
は
し
ば
し
ば
「
風
流
人
」
と
も
評
さ
れ
る
が
、
和

歌
・
狂
歌
に
止
ま
ら
ず
植
物
写
生
画
帳
な
ど
多
く
の
創
作

物
を
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
料
に
見
ら
れ
る
ユ
ー
モ

ア
精
神
や
個
性
は
、
有
雄
が
独
力
で
継
続
し
た
道
標
建
立

事
業
の
原
動
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
一

尾
下
神
社
氏
子
札

二
枚

木
製
・
墨
書

縦
八
．
八

横
五
．
七

高
森
町
瀬
井
家
資
料

尾
下
神
社
の
氏
子
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
甲

斐
有
雄
と
妻
・
そ
よ
二
人
の
氏
子
札
で
あ
る
。
表
面

に
は
右
端
に
居
住
地
・
親
の
名
が
、
左
端
に
は
出
生

日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
裏
面
の
記
名
で
あ
る
。

表
面
の
氏
子
人
を
証
明
す
る
神
官
と
し
て
、
安
藤
経

俊
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
氏
子
札
が

作
成
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
一
月

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
安
藤
経
俊
一
代
ノ
履
歴
草
稿
」
（
資
料
三
）
に

よ
る
と
、
経
俊
は
明
治
五
年
三
月
に
川
上
神
社
・
尾

下
神
社
ほ
か
四
社
の
祠
掌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
氏
子
札
は
同
年
二
月
に
出
さ
れ
た
布
告
に
よ
っ

て
、
戸
別
に
授
与
し
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

石
工
・
有
雄
と
神
官
・
経
俊
は
「
尾
下
小
学
校
関

係
書
類
帳
簿
」
（
資
料
二
七
）
で
見
た
通
り
、
後
に

は
同
僚
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
が
、
す
で
に
明
治
五

年
段
階
で
両
者
は
「
神
社
祠
掌
と
そ
の
氏
子
」
と
い

う
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
分
か
る
。

有雄の氏子札

有雄の妻・そよの氏子札
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